７月２７日（木）にRCNPワークショップ「高エネルギー重イオン衝突におけるクォーク物質の性質」を行なった。筑波の三明氏（実験）と東大の平野氏（理論）の講演を中心に、RCNPと物理教室の理論研究者のあいだで活発な議論を行った。最新のデータと流体も系に基づいた理論研究の最新の動向についてさまざまな知見を得ることができた。確かにRHICデータは興味深いシステマティックスを示している。しかしその物理的な解釈には多くの不定性が残ることが議論された。ハドロニゼーションの理解が不可欠である。一方で、データは相転移近傍でハドロン相関が簡単なスケール則を示しているようである。これらのことから、相転移近傍におけるハドロンの性質をきちんと理解することの重要性を認識することができた。

講義のプログラムと内容

１３：３０−１６：００　平野哲文（東大）
　　　　　　　　　　　 Perfect Fluid QGP or CGC?

１６：３０−１８：３０　三明康郎（筑波）
　　　　　　　　　　 　ＲＨＩＣ実験からわかったこと、まだわかってないこと

この間随時議論
